
社協で働く方々（コーディネーター）の
ウェルビーイング向上策

2024年12月7日（土）

発表：ソーシャルアクションアカデミー６チーム
（チームメンバー）浅山、石山、磯崎、太田、小櫃、枚田、

山田、若林、渡辺
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ソーシャルアクションアカデミー
成果共有会
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＜本日のアジェンダ＞

・チームメンバー紹介
・テーマ選定から活動アクションに至った経緯
・活動内容報告＆ワークショップを通じてわかったこと
①「この仕事やっててよかったエピソード」ワークショップ

・新たな活動 ～エピソードⅡ～
②コーディネーターインタビューとパターンランゲージ（川崎市作成）の相関性

③ボランティア活動に対するアンケート分析

・おわりに ～感謝と御礼～
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チームメンバー紹介



メンバー紹介・SAAに参加した動機

 様々な社会経験や趣味・特技を持つメンバーが、コーディネーターの皆さんを支援したいという気持ちから
一つのチームを結成しました。
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【凡例】
① SAAに参加した理由
② SAAに参加して新しく発見した事

浅山
（ITエンジニア）

①所属している研究会で紹
介があったため

②多様な社会課題は身近
にあり、そこに携わっている
人によって社会が成り立っ
ている

石山
（コンサル会社バックオフィス）

①通常のプロボノとは違う経
験ができそうと感じたため

②社会課題は遠い誰かのも
のではなく身近にあるもの

磯崎
（ウェブ編集）

①「人ごと」だった社会課題
に向き合って、出来ること
を探して行動してみたい

②熱い心を持った人はたくさ
んいる！

太田
（人事コンサルタント）

①自分の住む地域に今より
も愛着を持ちたいと感じた
ため

②社会を良くするために行
動している方が周りにたく
さんいること

小櫃
（エネルギー会社の管理部門）

①プロボノをやっている時から
気になっていて

②社協という存在、活動内
容そのもの

枚田
（食品関連の会社員）

①前回プロボノに参加した
際に、自分の力不足を実
感したため

②社会課題は人と人が結
びつくことで解決できる問
題がたくさんあるということ

山田
（営業・マーケティング）

①社会課題解決に携わりた
いため / 普段の仕事で
関わらない方々とチームを
組み、知見を増やしたい

②小さな個人だからこそ大き
な問題に挑めるということ

若林
（メンタルヘルス系のコンサル）

①普段出会わない人と協働
することのおもしろさを経験
したいと思いました

②社会課題への取り組みも、
楽しくなければ続かないし、
いいパフォーマンスも生まれ
ない

渡辺
（区役所の指定管理の会社員）

①プロボノのスケールアップ
（可視化／課題解決の
向上）

②CSWはワクチンである。地
域福祉の集団免疫として
貢献している
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テーマ選定から活動アクションに
至った経緯
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N1エピソード

アンケート（ワークショップ参加者向け）

アンケート（SAA参加者を中心に実施）

都内社協訪問

パターンランゲージ分析

テキストマイニング分析

GOAL

Well-being向上

 インタビュー内容のAIに
よる分析

 インタビュー内容とパター
ンランゲージとの相関性

 インタビュー実施
 N1エピソード確認

 ボランティアに対する意識
の確認

 潜在ニーズの掘り起こし

 ワークショップ好評
 社会貢献意欲のある参加者
をどう取り込んでいくか？

 小国さんからのアドバイス
 ワークショップの開催
 意見交換

チームのSAA活動アクションの流れ

START
渋谷区社協の方々との

出会い



インタビューで印象的だったこと

渋谷区社協の方々へのインタビューから生まれたメンバーの思い

 SAAプログラムで渋谷区社協の4名の地域福祉コーディネーター（CSW）の方々へインタビューする機会をいただきました。
そのなかで、渋谷区の地域課題やCSWの方々の取り組みや抱えている課題を直接伺いました。
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CSWの方々が、少人数で難しい社会課題に真摯に向き合う姿に感銘を受け、地域社会を支える
側の方々にスポットを当てたテーマを選択することをチームメンバー間で議論、共有。

常に支援する側であるCSWの方が
おっしゃった「私たちのケアは誰がや
ってくれるんだろう」というつぶやきに
ハッとさせられました（小櫃）「多くの方の協力に、こんな嬉しい

ことはありません（涙）」という
CSWの方の言葉を聞いて応援した
いと思いました（渡辺）

「制度の狭間に存在する課題の解
決に取り組む」というCSWの方々が
されている仕事の重要性に気づかさ
れ、私も貢献したいと考えました
（山田）

「その人なりのゴールを見つけるま
で、伴走し続ける」というCSWの方
の姿勢に心が動きました（枚田）

社協のみなさんは、まるで家族のよ
うに地域の人に寄り添ってると感じ
て、ぐっときました！（磯崎）

課題の多さと重さにも関わらず、真
摯に目の前の一人ひとりに向き合
う姿に、誰でもできる仕事ではない
と感じました（石山）

一人一人に合わせたきめ細やかな
対応をするために、
日々、区民の方々のお困りごとに
丁寧に向き合う姿に感動しました
（太田）

地域の社会課題に最前線で向き
合っている話に共鳴しました。区民
の協力があれば、さらに多くの人の
支援が可能だと思います。微力な
がら、応援させて頂きたいです
（若林）

相談業務の中で、本人が望んでい
ないのに対処をしたり、また押し付
けにならないように心掛けていると
いう話が印象に残りました（浅山）



チームの実現したい未来
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インタビューから見
えてきた課題

 コーディネーターの方々が日々の業務に忙殺され、自分達の存在価値を改めて考える時間がとれない。
 地域の人々が身近で活動しているコーディネーターの存在や活動内容を、認識・理解しきれていない。

 時間的、精神的にも余裕がない中、場合によっては離職やバーンアウトの可能性もあり。
 多くの人に地域参画を促す働きかけの影響力が限られてしまう。

考えられる
影響

解決に向けた
２つのアクション

GOAL：社協で働く方々のウェルビーイング向上
①SAAプログラムで小国士朗講師から「N1エピソード」のアドバイスを得る。ウェルビーイングな状態を創出
する手法として「この仕事やっててよかったエピソード」のワークショップ開催を決定。開催主旨＆時期に
賛同いただいた２地区の社協の方々とワークショップを実施。

②多くのコーディネーターの方々の「この仕事やっててよかったエピソード」を集め、彼ら彼女らのウェルビー
イングの源泉を探るため、都内各地の社協（＝11地区、延べ20名のコーディネーターの方々）への
インタビューも並行して実施。

 SAAのメンバーがコーディネーターの活動内容を知り、皆様の応援団になりたいと思ったように、多くの
地域の方々も、コーディネーターの活動内容を知れば「応援したい（困ったときには頼りたい）」という
気持ちになるのではないか？

 また、そうした内容を（他地区の状況含め）共有することでコーディネーター自身の矜持、ひいてはリテン
ションにも繋がっていくのではないか？

チームの
仮説
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活動内容報告
＆

ワークショップを通じてわかったこと
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N1エピソード

アンケート（ワークショップ参加者向け）

アンケート（SAA参加者を中心に実施）

都内社協訪問

パターンランゲージ分析

テキストマイニング分析

GOAL

Well-being向上

 インタビュー内容のAIに
よる分析

 インタビュー内容とパター
ンランゲージとの相関性

 インタビュー実施
 N1エピソード確認

 ボランティアに対する意識
の確認

 潜在ニーズの掘り起こし

 ワークショップ好評
 社会貢献意欲のある参加者
をどう取り込んでいくか？

 小国さんからのアドバイス
 ワークショップの開催
 意見交換

チームのSAA活動アクションの流れ

START
渋谷区社協の方々との

出会い
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①「この仕事やっててよかったエピソード」ワークショップ



活動概要

 目的 業務の中で一番印象に残っている瞬間を皆様の間で出し合い、そのエピソードを
対外的に発信することで、コーディネーターとその活動への理解度や共感度を
上げ、住みやすい地域環境づくりに貢献する

 実施日 2024年10月26日（土）15:00～17:00
 参加者 都内の社会福祉協議会 2団体 計3名

 「この仕事やっててよかったエピソード」とは。。。
ひとりひとりが持っている大切にしたい、印象深いエピソード
これまでの業務の中で一番印象に残っている瞬間を振り返り味わい、
そして大事にしたいエピソードを仲間にシェアし、他者のリアクション・客観的コメントを
通して、改めてご自身の業務の魅力を再発見しましょう
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当日の進行資料より抜粋
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当日のワークショップの様子①
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当日のワークショップの様子②
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この仕事やっててよかったエピソード

地域を知るためには、まず地域業務に出てこい
【エピソードの内容】
 いつ： 十数年前
 誰と一緒にいるとき： 担当地域の町会長
 どこで： 地域座談会の場
 エピソードを思い出す頻度： 地域に出て新しい人と

話すとき

 エピソードの詳細：
18地域ある中で自分の担当地域を任され、最初の挨拶の場
ともいえる座談会で、今後の活動方針を説明した。大勢の前
で説明する経験はこれが初めてだったので緊張していたが、説
明が終わった後に、強面の町会長さんから座談会をする意味
は 何 な の か と い う 言 葉 を 投 げ か け ら れ た 。
数日後に電話があり、週末に来てほしいところがあると呼び出さ
れた。向かった先は、町会長十数名と婦人部の方がいらっしゃ
る場（ゴーヤフェスティバル）だった。自分では内心、怒られる
と思って向かった場だったが、町会長の挨拶の場や、その後の
参加者団らんの席でも、責められることはなく、寧ろよくやってく
れているというお褒めの言葉をもらい、美味しいゴーヤ料理やお
酒をいただいた。あれ？怒られないのかな？と半信半疑でいる
と、町会長がやってきて、「色々な説明をするのも分かるんだけ
ど、地域ってこういうものなんだよ」というお言葉をかけてくださった。
これ以来、「まずとにかく行く、地域の中に入って話すこと」がとて
も大事と実感し、実践している。

力があるのに埋もれてしまっていた人
【エピソードの内容】
 いつ： 5-6年前（着任後初期）
 誰と一緒にいるとき： 支援していた方と石材屋さん
 どこで： 都内霊園
 エピソードを思い出す頻度： 年に数回（コーディネーターの

目的を見失いかけるとき）

 エピソードの詳細：
中学卒業後にひきこもりになった方（Aさん）のエピソード。
出会ったときは、Closed Questionには答えられるが、Open
Questionには答えられない状態だった。色々な試行錯誤をして、
Aさんの答え（意見）を引き出す関わり方を探した。
Aさんとの関係性がある程度構築できた段階で、農園で草取りを
する求人を見つけ、そこから社会復帰をスタートした。草刈りの勤
務状況をみて、一人でも外出できそうだと感じたので、次に石材店
の落ち葉掃除を提案した。石材店での清掃業務を継続していると、
Aさんの仕事ぶりを見た石材店の方が、石材店では墓石の掃除
需要が一気に高まるシーズンがあるので、是非Aさんにその仕事を
頼みたい、採用できそうなので是非来てほしいと言ってくださった。
このエピソードに代表されるように、力があるのに、きっかけがなくて
埋もれている方が、地域にはたくさんいるはずだと感じている。このよ
うな方を見つけたいという意識で日々働いている。
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参加者のアンケート結果より



ワークショップを通じてわかったこと、今後の活動に向けて
 今回のワークショップでは前述の通り、「この仕事やっててよかったエピソード」を軸に、複数地区のコーディネーターどうしの

意見交換、情報共有も含めての開催となりました。
 日程的な問題もあり、限られた参加者間での開催となりましたが、以下にワークショップを通じてわかったこと、今後の

活動に向けてのまとめを記載させていただきます。
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■（コーディネーターにとっては）とにかく地域の中に入っていって話すことが大事。

■地域の中にはたくさんの埋もれている力があり、そうしたものを発掘していくのもコーディネーターの大切な仕事。

■（狭間に陥りやすい地域課題の）どことどこを繋ぐのがいいのかを考えるには、幅広いネットワーク、知識や

経験が必要になる。

■参加者からの本ワークショップに対する満足度は高く、職場で同様のワークショップをしたい、内容をコンパ

クトにしてミーティングで活用したい等、メンバー間の価値観共有＆向上に有用、とのコメントをいただいた。

【まとめ】
日々忙しく働いているコーディネーターの方々に、日常業務とは異なるメンバーと対話する場（＝ワーク
ショップ）をつくることで、新たな気づきや共感が得られ、新しいモチベーションが生まれる。
本企画を社協内のミーティング・研修等で（部分的にでも）取り入れていただくことで、社協内の
価値観共有＆モチベーション向上に繋がっていくのでは、と考える。
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新たな活動 ～エピソードⅡ～
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N1エピソード

アンケート（ワークショップ参加者向け）

アンケート（SAA参加者を中心に実施）

都内社協訪問

パターンランゲージ分析

テキストマイニング分析
 インタビュー内容のAIによる分析

 インタビュー内容とパターン
ランゲージとの相関性

 インタビュー実施
 N1エピソード確認

 ボランティアに対する意識の確認
 潜在ニーズの掘り起こし

 ワークショップ好評
 社会貢献意欲のある参加者
をどう取り込んでいくか？

 小国さんからのアドバイス
 ワークショップの開催
 意見交換

我々チームのSAA活動アクションの流れ
GOAL

Well-being向上

START
渋谷区社協の方々との

出会い
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②コーディネーターインタビューと
パターンランゲージ（川崎市作成）の相関性



活動概要

 目的 コーディネーター（地域福祉、生活支援）の「この仕事やっててよかった」
エピソードを、複数人からインタビューすることで、彼ら彼女らのウェルビー
イングの源泉を探る

 実施期間 2024年9月9日～2024年11月8日
 対象団体 計11団体 (都内社会福祉協議会:10区及び1市)
 コーディネーター 計20名

(地域福祉(CSW):9名、地域福祉(CSW)兼生活支援:5名、
生活支援:1名、課長／係長:5名)

 資格（名刺記） 社会福祉士:10名、社会福祉士/精神保健福祉士:1名、
社会福祉士/精神保健福祉士/保育士:1名、
介護福祉士:1名

 インタビュー時間 計 15時間
22



23

作成資料より抜粋①
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作成資料より抜粋②
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N1エピソード

アンケート（ワークショップ参加者向け）

アンケート（SAA参加者を中心に実施）

都内社協訪問

パターンランゲージ分析

テキストマイニング分析
 インタビュー内容のAIによる分析

 インタビュー内容とパターンラ
ンゲージとの相関性

 インタビュー実施
 N1エピソード確認

 ボランティアに対する意識の確認
 潜在ニーズの掘り起こし

 ワークショップ好評
 社会貢献意欲のある参加者
をどう取り込んでいくか？

 小国さんからのアドバイス
 ワークショップの開催
 意見交換

我々チームのSAA活動アクションの流れ
GOAL

Well-being向上

START
渋谷区社協の方々との

出会い
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③ボランティア活動に対するアンケート分析



活動概要

 目的 ワークショップ実施時の参加者との意見交換の中で、社会貢献意欲の
ある地域住民とより効率的に接点を持つには、どういうアプローチが
有効か、との議論になり、我々アカデミー含めたサービスグラント登録者を
中心にアンケート調査を実施。

 実施期間 2024年11月16日～2024年11月23日
 調査対象 SAA参加者含むサービスグラント登録者、及び当チーム

メンバーの同僚、家族他、計173名
 調査内容 ・属性

・SAAについて
・社会福祉協議会の認知について
・プロボノ・ボランティア経験について
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アンケート結果資料より抜粋①
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アンケート結果資料より抜粋②
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おわりに ～感謝と御礼～
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以上で我々チームの発表は終了となります。

今回のＳＡＡの活動を通じて、色々ご協力いただいた、渋谷区

社協のコーディネーターの皆様、他地区社協のコーディネーターの

皆様、お忙しい中、訪問インタビューを始めとした、我々の活動に

ご協力いただき、本当にありがとうございました！！

非常に貴重な経験をさせていただき、大変勉強になりました。

これからもお体ご自愛いただきながら、日々の業務頑張ってください！！



ソーシャルアクションアカデミー2024 活動報告資料について

本資料は、「ソーシャルアクションアカデミー」の参加者 である、企業人・NPO職員・学生などのグループが作成した、
“ソーシャルアクション”の成果物です。本資料を引用される際は、出典について、以下の例を参考に記載いただきますようお願いします。

お問い合わせ

認定NPO法人 サービスグラント（担当：岡本・柴岡）

SAA@servicegrant.or.jp
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1-2-10
〒541-0047 大阪市中央区淡路町2-5-16 淡路町ビル8階
https://www.servicegrant.or.jp/

1. 資料のフッタにコピーライトを表示
【記載例】
©ソーシャルアクションアカデミー
©Social Action Academy

1. 引用箇所の末尾等に資料の出所を表示
【記載例】
資料：ソーシャルアクションアカデミー
資料：ソーシャルアクションアカデミー 2024年度活動報告書より
資料：認定NPO法人サービスグラント『ソーシャルアクションアカデミー』2024年度活動報告書より

「ソーシャルアクションアカデミー」は、非営利組織とともにリアルな社
会課題解決に挑戦する経験と、エキスパートによる講義やフィードバック
を通じてビジネススキルを磨くことを両立する機会を提供する、超実践型
アクションラーニングプログラムです。認定NPO法人サービスグラントが
主催し、企業人、NPO職員、学生など多様なメンバーがグループを組み、
協力者の力を得ながら、自発的に企画したアクションに取り組んでいます。
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